
淡水水族調査

I 目的

陸封性マス類〈サクラマス}の生産力を高めるための調査を前年度K引続き実施し地方経済の発展K

資する。

E 調査内容

自昭和44年 4月 1日
(1) 詞査期胡

(2) 調 査 員
次主 昭長和 45年頼3月3茂1日

(31 調査場所 下北郡東通付老部川

(4) 調査項 邑

(イ)人工飼育:堂、の放流効果

(ロ) サクラマス(含ヤマメ)に関する生態謝査

E 調 査結 果

(11 (標識放流}昭和 43年 10月3.4日K採卵〈老部JII産サクラマス}して，相坂養魚、場でふ化飼育

した稚魚、VC，標識〈脂ピν切除〉を施し，昭和 44年 7月 29日VC2033尾を放流(老部川支流

中の股沢ふ化ij昔前)した。放抗魚、サイズは平均体長，体重夫々 6.0 8 cm， 3.0 1 'fであった。

121 (釣獲試験)放流後経過白数が浅いうちは釣獲率も高いが，日を経るにつれその率は低下し，拡散

する傾向にあるがその範囲は差して大きくない。

(31 (採卵飼育)放流用稚魚を得λため唱手U4 1年 10月に老音E川産サクラマスから採卵して得た椎魚

を池中飼育して得た親魚、のうち 42尾{平)から昭和 44年 10月 15.22.29日の 3固に亘っ

て 20 079粒を，一方老部川Kおいてサクラマス 17尾(字}から昭和 44年 10月 7.8.11

日VC5 6，8 4 0粒を採卵した。(昭如 45年 2月 10日1，000尾を淡水区水産研究所へ試験用とし

て空輸)

(4) (再捕調査}昭和 43年 10月 17日に標識放流した 6，281尾のうち本年回帰した親魚数は 17 

尾が確認され，その内訳は海面 12尾，老部JI15尾で，回帰率は 0.27%である。(第 1表)

(51 (年令組成)老部川地先海市で角、獲された 44年春先(昭和 44年 2月-5月)のサクラマス年令

*Jl成(4 9尾)を見ると， 3年魚、69.4%. 4年魚、26.6 %， 5年魚、4.1%で，前年春のそれと比べ

て4年魚、の割合(43年は 8.4%)が増加していることは，老音i川におけるヤマメの栄養状態が悪く

成長の遅れを示しているといえよう。

16) (産着卵数)本年のサクラマス 1尾平均字卵数は 3，300粒を数え前年(2，8 0 0粒}に比べて多

く，産着卵数は 33万社(産卵!末数 99床)と推定される。

(71 (産卵床数と椎魚、ω大きさとの闘係)

第 2表K示すよう1(L7片における O年魚、の平均体長は最近やや増大の傾向にあって昭和 41 年のそ

れに近似してきている。

(81 (ヒレ再生試強)第3表の結果から脂ヒレの再生が一番しにくいということは，これまで・いわれて

きたことの裏付けを示したものであを tJ'.， ついで背ビレがjl;lj合K再生しにくく F1 e s h y-

appendageは再生しやすいことが判明した。

(91 (摂餌の日周変化)ヤマメの季節目IJ摂餌日 J司変化について消化管の充満度によって求めたものが第

1図のとおりであるが，春先(4月)には水J品の上昇する時刻に多量に摂餌する山が見られるのに対

し，夏はどの時間帯もギ均して摂餌しており，秋期中-.]I(L産卵行動終了後の 10片は 9月K比べて多く

摂訴する傾向がある。5<:.U寺田IY:J(rLは一般に夕刻K多く摂餌行動が行なわれるようであるが，秋にはy上

温0)上昇す{S ~f習に活動が旺盛のようである。
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(101 (泊化返度)第 2凶κ王r，すとおり春先のJ常化;Ia;t廷は早くそれに比べて夏及び秋は割と緩慢である。

1111 (肥満度}全長 10 crn以下の O 才魚についてその出 i~Jl立を各):j引にみると第 4 表のとおりで， 9月

が最も出jい値を示しているが，これは季節月IJ摂餌よりも性的成熟によるものと，旬、われる。特に雄にその傾

向が大きくうかがわれる。

112! (両生産率調査)第 5表())とおり

W 今後の課起及び問起点

④ ヤマメの季節刷 1日摂餌量を求めることによって老部J11 f'Cおける適正放流量を求める。

② 老音I~川系サクラマスの再生産出係を年々求めることによって，地先海面の持続的最大生産性 (MS

Y)水準を保つような漁業f古理を行なうべきである。

第 1 表 標識魚、酎弱状泌

採捕 /4三片日| 確認場肋 確認尾数
魚 体

備 考
B 1 E ltz亨44. 2. 7 尻 屋 1)吾 3 4. 7cm 海面

4 4. 2.1 4 白 糠 37.0 0.9 7 11 

4 4. 3. 9 
4 1. 0 1. 4 5 

11 
39.0 0.9 0 

11 

11 是， 43.0 1. 6 0 11 

4 4. 3.1 0 11 4 :2. 0 1. 4 0 11 

44 3.23 I臼 4 8. 3 1. 6 0 11 

ぎ， 白 糠 1. 8 0士H

4 4. 3.24 11 47.0 :2.30 I 11 

4 4. 3.25 11 4 3.0 1. 4 0 11 

4 4. 4. 8 泊 5 :2. 0 2.6 7 11 

44. 4， 1 6 白 糠 44.0 1.94 11 

4 4. 9.2 1 老部川 3 

4 4.1 u. 7 11 5 0.5 1. 7 6 ♀ 

11 11 50.0 1.80 11 

11 " 4 7. 5 一 11 

4 4.1 0.2 3 11 46.0 11 

計 1 7尾

第 2 表 産卵床と椎魚の関係

産 卵 推 定 7)=j における O年魚、の 3ド 均 採 集
標本数

床 数 差卵数 体 長 範囲 体 長 片 日

日伝 3 8 112床 2 3万粒 8.6-1 0.4c1Ii 9.0 crr. 3 

3 9 5 7 1 3 6.9-1 0.4 8.6 24 

4 0 147 3 5 7.4-1 O. 7 8.0 6 

4 1 I 9 0 4 5 6.2- 8.8 7.6 I 7 

42 149 3 5 4.7- 8.6 6. 7 2 3 4 2.7.2 7 

4 3 1 9 2 5 0 5.8- 9.0 7.4 2 1 4 3.7.3 0 

44 9 9 3 3 6.7- 9. 6 7.7 1 0 4 4.7. I 1 
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第 3 表 各ヒレの再生試験

試験実施期間

自昭和 44年 6月1日

供試魚

歪 地和45年 I月16日(2 3 0日間)

サクラマス:0年魚 50尾(体長 7.5- 1  1. 21JIf!.平均体重 11 c; ) 
実施方法

胸，腹ビレ及び腹ピレ附属物(F 1 e s h y-a p p e n d a g e )の各左右を基底部より切除したもの各

5尾，背，脂，尾，啓ビνの各ヒレを半分切除したもの各 5尾。

再 生 試 験 結 呆 表

?¥ヒ ν 啓 1胸 腹 ビレ 腹ヒ'レ附属物 尾 背 月旨 備
計

判定~ 右 左 右 左 右 左 ビレ ピレ ピレ ビν

再 生 4 3 4 5 5 5 3 5 。。3 4 考

一部 再 生 2 。。。。。。 3 7 

原形(切除し ) 
た状態

。。。。。。 2 。 2 4 8 

"" レ、 死
。。 。。。。。。。

表 各f'によら、 1" ゐ 9~ j~d 良;

3 )jlj !4月 i G月
♀ ! 「一一一一

一二二一 I 1. 7 7 

4 4 

第 5 表 老部川Kおけるサクラマス再生産率

沿岸 |年別 年令別資源量 年級別 再 生
年

漁獲量 そ上量 資源量 4 2 資源量 産 率3 2 5 4 

1963 1 2，270尾 112尾 12，382尾 1 1，144 1，238 一 1 3，329 1 19 

64 9，326 57 9，383 8，633 750 19，21 1 337 

6う 23，488 147 23，635 2 2，~ 53 1，182 一

&5 1 1，302 190 1 1，492 1 1，2 1 6 276 一

67 1 8，360 149 1 8，509 16，658 1，851 一

68 16，1 09 203 16，31 2 14，680 1，370 262 

28，719 136 28，855 20，025 I 7，647 1，1 83 i 

第 1図 ヤマメの摂餌日周変化
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44.10.12 日 出 う:42。 日出 4:05 広 AM8・:∞ 11.8'0 日入 17:∞ハ。O/- 44.6.19 日入 19:06 4.0-1 
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第 2図 ヤマメの時期別消化速度
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